
平成２０年１２月２６日

公募要領等に誤り等がありましたので以下のとおり修正します。

●公募要領（本文）１ページ

修正前 修正後

１ 募集期間について １ 募集期間について

応募対象となる研究区分 応募対象となる研究区分

(1) 研究領域設定型研究 (1) 研究領域設定型研究
（略） （略）

(2) 現場提案型研究 (2) 現場提案型研究
地域に由来する技術シーズの活用、 地域に由来する技術シーズの活用、
農商工連携・食料産業クラスター形成 農商工連携（削除）・新需要の創出に
・新需要の創出に向けた地域の取組 向けた地域の取組みその他の地域ニ
みその他の地域ニーズへの対応を図 ーズへの対応を図り、地域活性化に資
り、地域活性化に資するものとして提 するものとして提案を求めるもの
案を求めるもの

(3) 緊急対応型調査研究 (3) 緊急対応型調査研究
（略） （略）

●公募要領（本文）９ページ

修正前 修正後

[研究管理運営機関の役割] [研究管理運営機関の役割]
（略） （略）

また、専ら研究管理運営を行う機関が研究 また、専ら研究管理運営を行う機関が研究
実施機関である場合は、事業終了後の現場 管理運営機関である場合は、事業終了後の
への成果普及についても支援していただきます。 現場への成果普及についても支援していただ

きます。
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修正前 修正後

（２）募集対象となる研究課題 （２）募集対象となる研究課題
① 研究領域設定型研究 ① 研究領域設定型研究

（略） （略）
② 現場提案型研究 ② 現場提案型研究

農林水産業・食品産業の発展に直接寄与 農林水産業・食品産業の発展に直接寄与
するもののうち、地域活性化に資するものと するもののうち、地域活性化に資するものと
して、地域の生産現場に由来する技術シー して、地域の生産現場に由来する技術シー
ズの活用又は農商工連携・食料産業クラスタ ズの活用又は農商工連携（削除）・新需要の



ー形成・新需要の創出に向けた地域の取組 創出に向けた地域の取組みその他地域ニー
みその他地域ニーズへの対応を図る研究課 ズへの対応を図る研究課題であって、原則と
題であって、原則として、波及効果が１ブロッ して、波及効果が１ブロックレベル未満のも
クレベル未満のものを対象とします。 のを対象とします。
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修正前 修正後

（４）地域活性化に係る各種施策を促進する （４）地域活性化に係る各種施策を促進する
ための措置 ための措置

現場提案型研究においては、農商工連 現場提案型研究においては、農商工連
携・食料産業クラスター形成・新需要の創 携（削除）・新需要の創出、地域再生計
出、地域再生計画、地域における産学官 画、地域における産学官連携等の取組み
連携等の取組みを促進する観点から、こ を促進する観点から、これらの施策と関連
れらの施策と関連性が強い提案課題につ 性が強い提案課題については、一部限定
いては、一部限定的な運用として、審査に 的な運用として、審査に当たって優先的な
当たって優先的な取扱いを行うこととします。 取扱いを行うこととします。
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修正前 修正後

（２）審査基準 （２）審査基準
② 行政的観点 ② 行政的観点
（必要性） （必要性）

Ｂ 事業の趣旨及び行政施策等との整合性等 Ｂ 事業の趣旨及び行政施策等との整合性等
（研究領域との整合性、農林水産研究基本 （研究領域との整合性、農林水産研究基本
計画その他行政施策との整合性） 計画その他行政施策との整合性）

（略） （略）
・現場提案型研究にあっては、地域の知の ・現場提案型研究にあっては、地域の知の
拠点再生プログラム（地方公共団体等が作 拠点再生プログラム（地方公共団体等が作
成する地域再生計画）、食料産業クラスタ 成する地域再生計画）、食農連携促進事業
ー展開事業、地域における産学官連携や、 、地域における産学官連携や、農商工連携
農商工連携等の府省連携の推進の取組な 等の府省連携の推進の取組などの各種行
どの各種行政施策との関連性 政施策との関連性

［現場提案型研究における各種行政施策との ［現場提案型研究における各種行政施策との
関連性の評価の視点］ 関連性の評価の視点］

（略） （略）
※ 農林水産省総合食料局で実施する食料 ※ 農林水産省総合食料局で実施する食農

産業クラスター展開事業の食料産業クラス 連携促進事業の食農連携促進技術対策に
ター促進技術対策においてモデル地域とし おいてモデル地域として選定され産学官の
て選定され産学官の連携体制が整ってい 連携体制が整っているか、又は本事業の成
るか、又は本事業の成果が食料産業クラス 果が食農連携促進事業に活用されることを
ター展開事業に活用されることを前提とした 前提とした研究計画か（応募書類にその旨
研究計画か（応募書類にその旨明記） 明記）



●別紙２（「府省共通研究開発システム（ e-Rad ）による応募について」）

修正前 修正後

３ e-Radによる応募の流れについて ３ e-Radによる応募の流れについて
(4)応募情報の入力、応募書類（研究計画書） (4)応募情報の入力、応募書類（研究計画書）

ファイルのアップロード[研究総括者が行う ファイルのアップロード[研究総括者が行う
作業] 作業]

研究総括者は、電子証明書をインポート 研究総括者は、（削除）パソコンで e-Rad
したパソコンで e-Rad にログインし、本事業 にログインし、本事業への応募情報を入力
への応募情報を入力（ e-Rad 入力シートの （ e-Rad 入力シートの記載事項を e-Rad シ
記載事項を e-Rad システムの各入力項目 ステムの各入力項目のフレーム内にペース
のフレーム内にペースト）して下さい。 ト）して下さい。

●応募書類（研究実施計画）

様式３（研究課題内容）

修正前 修正後

（３）その他行政施策等との関係について （３）その他行政施策等との関係について
以下に示す施策・計画等との関係につい 以下に示す施策・計画等との関係につい

て記載 て記載
（略） （略）

③ 食料産業クラスター展開事業への取 ③ 食農連携促進事業への取組の概要
組の概要及び研究の位置付け 及び研究の位置付け

●作成上の留意事項（参考）４ページ

修正前 修正後

（３）その他行政施策等との関係について（現 （３）その他行政施策等との関係について（現
場提案型研究について下記に該当する場 場提案型研究について下記に該当する場
合があれば記載して下さい。） 合があれば記載して下さい。）

（略） （略）
③ 食料産業クラスター展開事業への取 ③ 食農連携促進事業への取組の概要及
組の概要及び研究の位置付け び研究の位置付け

農林水産省総合食料局で実施する食 農林水産省総合食料局で実施する食
料産業クラスター展開事業の食料産業ク 農連携促進事業の食農連携促進技術対
ラスター促進技術対策において、モデル 策において、モデル地域として選定され
地域として選定されている場合はモデル ている場合はモデル地区名、取組の概
地区名、取組の概要及び研究の位置付 要及び研究の位置付け等について記載
け等について記載して下さい。また、本 して下さい。また、本事業の成果が食農
事業の成果が食料産業産業クラスター 連携促進事業に活用されることを前提と
展開事業に活用されることを前提とした した研究計画であるかどうかも併せて記
研究計画であるかどうかも併せて記載し 載して下さい。
て下さい。



● e-Rad 入力シート（ excel 様式）

（修正前）

（修正後）※「地域重要課題」の欄は必須項目ではありません。

●（別添２）キーワード一覧表

※公募要領では行間が狭く、文字が重なっていました。コード049は、以下のキーワードとなります。


